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国連食料農業機関（ＦＡＯ）
が、１９９９年に採択した「責任
ある漁業の行動規範」は、「漁
業は、現在及び将来の世代の
世界中の人々にとって、重要
であり、責任ある方法で実施
されるべきである」とし、「漁
業資源の長期にわたる持続的
利用が、最優先の管理目的」
と明記している。マグロ漁業
の場合も、マグロ資源の保存
管理を最優先の課題として、
国際機関により、対策が検討
され実施されている。
他方、「行動規範」は、漁

業が、「生態系及び生物的多
様性に妥当な配慮」を払うこ

とも求めている。マグロを獲
っている時に、偶発的にかか
る（いわゆる混獲）ウミドリ、
ウミガメ、サメの保存にも配
慮して操業することが求めら
れている訳だ。また、生物多
様性条約の採択（１９９２年）に
象徴されるように、地球上の
生物の多様性を維持すること
に、国際社会の関心も高まっ
ている。延縄漁業の混獲生物
に与える影響を、感情的に宣
伝する反漁業運動も生じてい
る。そこで、ＦＡＯ水産委員
会は、１９９９年、「延縄漁業に
よって偶発的に混獲される海
鳥の削減に関する国際行動計

画」を採択、各加盟国に対策
の実施を求めた。また、２００５
年には、「海亀死亡を減らす
ためのガイドライン」を採択
した。各地域マグロ資源管理
機関も、混獲減少の対策を進
めている。
ＯＰＲＴは、２００４年から今

年まで、水産庁、水産総合研
究センター・遠洋水産研究所
による技術的、資金的助成を
得て、漁業者の混獲削減を推
進してきました。刺身マグロ
を日本に供給する延縄漁業を
続けていくために、混獲の減
少に向けてＯＰＲＴは漁業者
とともに、努力を続けます。

水産庁による漁業者への混獲問題説明会（気仙沼市）

これまでに漁業者、乗組員に配布されたパンフレット類の一部

Organization for the Promotion of Responsible Tuna Fisheries

─ みんなの力で おいしいマグロを いつまでも ─
発行・社団法人 責任あるまぐろ漁業推進機構

〒１０７‐００５２ 東京都港区赤坂１‐９‐１３（三会堂ビル９階）
電話 :０３‐３５６８‐６３８８ FAX :０３‐３５６８‐６３８９
URL : http : //www.oprt.or.jp E-mail : hitomi@oprt.or.jp
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混獲問題特集号に寄せて
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いまや混獲の象徴的な存在とし
て取り上げられることの多いカ
メ。９０年代半ばから注目され、東
部太平洋のオサガメ、日本近海や
ハワイなどにも生息するアカウミ
ガメの混獲がクローズアップされ
た。
カメは一部の種で資源量が減っ
たと言われている。減少の原因と
して漁業が標的とされたが、減少
を漁業だけで説明するには無理が
ある。実際、カメが産卵する砂浜
の減少などがカメの資源の悪化に
つながったとみる科学者もいる。
混獲生物研究室の南浩史主任研究
員は「カメは漁業だけでなくいろ
んな影響を受けて増減している。
たしかに漁業も要因の一つだが、
裏を返せば漁業だけが影響してい
るわけではなく、本当にカメの資
源を守ろうとするならば資源に影
響する要因を多角的に分析し対策
を講じることが重要。その中で漁

業の要因を取り除く工夫に私たち
は取り組んでいる」と話す。
カメの混獲を回避する技術とし
て最近注目を集めているのがサー
クルフック。日本ではねむり針と
も言い、針先がやや内側に向いて
いることでカメにダメージを与え
る喉かかりを回避できる。カメは
主に浅い水深の延縄にかかってし
まうが、針にかかった後も自分で
呼吸ができるため、船に揚げる時
はほとんどが生きている。そのた
め、サークルフックで口先にかか
るようにすれば、カメに致命傷を
与えずに漁業者は簡単に針を外す
ことができ、カメを元気に逃がす
ことが可能になる。
サークルフックがカメの混獲回
避に効果があることを発見したの
はアメリカ。日本と違い大型のサ
ークルフックを使うことでカメの
混獲を避けられることを見つけ
た。ただ、混獲生物研究室では日
本のマグロ漁業にも使える小型の
サークルフックの開発を進めてき
た。すでに何パターンか開発され
ており、マグロの釣獲率も低下さ
せないこともわかっている。現在、
漁業者に対しては、カメから針を
外す道具（やっとこタイプ、Ｔバー

タイプなど）とと
もに普及の取り組
みが進んでいる。
カメの混獲回避
には、エサを代え
ることも有効だ。
魚ならば食いちぎ
りやすいのでカメ
が針にかかりにく
いが、イカの場合
は食いちぎりにく
い分、喉元まで飲
み込んでしまいが

ち。マグロ延縄のエサにイカを使
わないこともカメの混獲回避には
有効というわけだ。
混獲生物研究室では、カメの保
護に向けた調査なども進めてい
る。２０００年以降はカメの産卵場の
調査も開始し、インドネシアなど
ではＮＰＯ法人といっしょになっ
て、資源的に減ってきているオサ
ガメの産卵場を守る活動も展開し
ている。
南主任研究員は「漁業者もわた
したちも積極的にウミガメを獲ろ
うとは思っていない。一方的に漁
業を悪者呼ばわりする考え方には
賛同できないが、わたしたちはウ
ミガメの混獲回避だけでなく、ウ
ミガメの保護も含めた包括的な取
り組みを進めながら、人の営みで
ある漁業とカメ資源の保全とを両
立できる形を目指していきたい」
と語った。

水産総合研究センター・遠洋水産研究所に混獲生物研究室ができたのは１９９８年１０月。
国際的に延縄漁業による混獲がクローズアップされてきた中で、まぐろ生態研究室から
独立、水産庁の研究機関として専門に研究する部屋が設置された。以後、カメ、トリ、
サメ等の混獲を科学的に分析し回避策を探る取り組みをしている。日本の水産研究機関
がどう混獲問題に取り組み、どんな成果をあげてきたかを紹介する。

カメを針から外す道具などを
前に話す南研究員

混混獲獲っってて何何？？ ～その取組み
と 成 果～

混獲問題特集号OPRTニュースレター
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アホウドリなどウミドリの混獲
問題の歴史は古い。８０年代から南
極海洋生物資源保存条約（ＣＣＡ
ＭＬＡＲ）でウミドリの混獲が問
題視され規制が導入されると、ミ
ナミマグロ保存条約（ＣＣＳＢＴ）
でも９７年にウミドリの混獲回避装
置の義務づけが行われた。
ウミドリの混獲を防ぐ装置とい
うのは、トリポール。日本の漁業
者が開発したもので、国際的にも
「トリポール」という呼称が通用
している製品だ。
ウミドリはもともと漁業者にと
っても、マグロ延縄についたエサ
を取っていってしまうやっかいも

の。ウミド
リの混獲回
避は漁業者
の願いでも
ある。トリ
ポールを漁
業者が考案
・開発した
のもそこに
理 由 が あ
る。
トリポールのしくみは非常に単
純。ちょうどマグロ延縄を投げ込
む位置に沿って、ポールの先につ
けた縄からヒラヒラする障害物を
つけたものだ。アホウドリなどグ
ライダーのように飛行する鳥はそ
うした障害物をうまく避けられ
ず、延縄には近づけない。
トリポール以外にもウミドリの
混獲回避用にエサの開発も進めら
れたことがある。簡単に言えば、
エサを海と同じ青色にすることで

ウミドリがとれないようにするも
の。実際にトリは青く染めたエサ
をとることができない。ただ、こ
の青色エサの場合、エサを釣針に
つける前に染める必要があり、船
内作業が繁雑になる欠点がある。
今後さらなる開発の余地が残され
ている。
また、漁具を重くするのも混獲
回避には有効。アホウドリは潜水
が苦手で、エサが速く沈んでしま
うと、海に潜って獲ることができ
ないからだ。

サメは寿命が長く、産仔数が少
ない動物であることから保護を訴
える声は強い。現在、混獲生物研
究室をはじめ、国際的にサメ資源
のモニタリングが行われている
が、外洋性サメの場合、資源が大
きく減っている事実は確認されて
ない。今後も資源保存管理の方向
でモニタリングを続けていくこと
は欠かせないだろう。
サメの混獲回避技術の開発はま
だ不十分で、微弱電流などでサメ
を近づけない方法がダイバーなど
では使われているが、漁業の現場
では実用化されていない。ただ、本
当は多くのサメも漁業者にとって
はやっかいな存在。かかったマグ
ロを食べてしまうからだ。それで
も、これまでにはかかったサメの
ヒレを利用することもあったが、
いま、国際規制は、サメの肉すべ
てを利用するかすべて放流・投棄
するかを選択する方向に動いてき
ている。ヒレだけ取る行為をなく
そうというわけだ。今後はかかっ
てしまったサメの有効利用の研究
が不可欠とされている。

ト
リ
ポ
ー
ル
の
説
明
図

消費者にも知ってもらいた
い地道な努力

水産庁は混獲問題にどう取り組もう
と考えているのか、水産庁増殖推進部
の魚住雄二参事官に聞いた。

!!混獲の問題が起きたのは。
魚住参事官 南極海洋生物資源保存条約

（ＣＣＡＭＬ
ＡＲ）からで
すね。ウミド
リの混獲が問
題視され、そ
れがミナミマ
グロ保存条約
（ＣＣＳＢＴ）
まで広がり、
ミナミマグロ
操業をするマ
グロ船は全船
ウミドリの混
獲対策措置の
導入が義務づ
けられていま

す。とくにアホウドリなどが減っているこ
とが問題視されたのですが、本当は漁業で
の混獲以外にも、繁殖地の問題などウミド
リが減る要因があります。しかし、そこを
私たちが調査するのは極めて困難です。だ
から水産庁としては、少しでもウミドリの
混獲を減らす取り組みにまず力を入れまし
た。もともとウミドリがかかることは漁業
者が、自ら開発した「トリポール」があり、
それは、いま世界的にウミドリの混獲防止
装置として認められています。
!!混獲の問題はウミドリだけでないで
すね。
魚住参事官 そうですね。サメ、ウミガ
メなども混獲対象種となっています。サメ
の混獲は、一部の国の漁獲の急増に端を発
して、ＣＩＴＥＳ（ワシントン条約）にサ

メ類を一括掲載（取引規制）するという議
論がきっかけとなりました。漁業者がサメ
のヒレを取っていることから、なおさら漁
業への攻撃が強くなったわけです。ただサ
メの場合、世界各地でその肉が利用されて
きた歴史もあり、ただ『獲るな』ではなく、
いまでは、かかってしまったものはヒレだ
けでなく有効に活用すべきという流れにな
ってきています。サメは有用な資源という
わけです。今後はこの資源をどう有効に利
用するかが問われると思います。
もうひとつ混獲で注目されるのはウミガ
メです。インドネシアで産卵する１!に達
する大型のオサガメ資源などが危機的な状
況にあるのは事実です。これは保護する必
要があると思います。ただ、すべてのカメが
そういう状態かというと、そうではない。
しかし、ウミガメを混獲してしまうことは
漁業者も望んでいません。漁業者にとって
もウミガメの混獲を防止することは、プラ
スになるのです。
!!今後水産庁は混獲問題にどう取り組
むか。
魚住参事官 ウミドリ、ウミガメ、サメ
の混獲のいずれも漁業にとって避けられる
ものなら避けたいものなのです。それに環
境に対する関心も高まっている中で、漁業
も環境にやさしいものを目指す必要があり
ます。その意味で混獲防止を考えていくこ
とは非常に重要です。いまＯＰＲＴの事業
などでカメの混獲防止に効果的なサークル
フックの普及なども行われていますが、こ
うした地道な取り組みを息長く続けていく
ことが大切だと思います。そして、消費者
に事実を正確に伝えていくことも重要で
す。漁業者が真摯に混獲問題に取り組んで
いることを、消費者にも正確に理解しても
らい、そうした取り組みを評価することが
これからは欠かせないと思います。水産庁
は、それら混獲回避の技術開発や啓蒙普及、
そして消費者にも事実を知ってもらうこと
に、これからも精力的に取り組んでいきた
いと思っています。

３混獲問題特集号OPRTニュースレター
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マグロ延縄漁業者にとって混獲問題は避けて通れなくなっている。漁業者である「慶福
丸」の三鬼楠好氏と遠洋マグロ延縄漁業者が組織する日かつ漁協の益子久夫国際部長に混
獲問題への取り組みについて聞きました。

慶福丸船主

三鬼楠好氏
ウミガメやウミドリの混獲は、わ
れわれ漁業者としても望むことでは
ありません。かからないで済むなら
それにこしたことはないのです。逆
に大きなカメがかかったりした場
合、漁獲時の作業も大変。ウミドリ
はエサを食べてしまいます。サメも
ヒレだけを利用していることが問題
視されていますが、サメは延縄にか
かったマグロを食べてしまう天敵で
もあるのです。とくに脂ののったマ
グロを選んで食べてしまいます。そ

の比率は多い時で２５％にも及びま
す。かかった４分の１がサメに食べら
れてしまっては、私たちの商売はな
り立ちません。
混獲はわれわれ漁業者にとっても
プラスになることではありません。
国際資源管理機関で混獲対策の強化
が言われるようになってきた今、私
たちは、積極的に混獲回避に取り組
んでいこうと考えています。
たとえばウミガメの混獲を避ける
ために、ウミガメがかかりやすい浅
い水深に延縄を入れる時は、サーク
ルフックを使うように船には指導し
ています。混獲を防止したり、カメ
がかかった時に簡単にとりはずせる

ような道具も
全船に導入す
る予定です。
混獲対策は
避けて通れな
いことは、私
たちはすでに
十分理解して
います。しか
し、こうした
問題の場合、
よく過剰な対策が取られることも少
なくありません。わたしたちは、現
場でできる取り組みは、積極的に進
めていくつもりですので、過剰な対
策がとられるような事態にならない
よう、国際会議の場で水産庁にはし
っかり対応してもらいたいですね。

日かつ漁協国際部長

益子久夫氏
マグロ漁業者にとって、混獲問題
に対応することは、作業が増える事
であり本当は避けて通りたいことな
んです。しかし、国際的な規制が厳
しくなっている中でそうはいかな
い。とくにこの５～６年で事態は大き
く変わってきました。混獲の問題も
多くの国際資源管理機関で議論され
るようになり、避けて通れなくなっ
ています。それならば、積極的に混
獲回避に取り組んでいこうというの
が私たちの考えです。
実際、いまウミドリの混獲対策実

施は、ＣＣＳＢＴ（ミナミマグロ保
存委員会）、ＩＣＣＡＴ（大西洋マグ
ロ類保存国際委員会）、ＩＯＴＣ（イ
ンド洋マグロ類委員会）の３つの機
関で操業条件に盛り込まれていま
す。今後はほかの国際機関でも同様
な混獲対策の導入が、ウミドリだけ
でなく、義務づけられていく可能性
も否定できません。
いまでは混獲対策も組合員との会
議の議題として上がってきていま
す。昨年開かれた中西部太平洋の出
漁者会議、近く開かれるインド洋の
出漁者会議などでも議題となってい
ます。真剣に取り組んでいくことは、
マグロ漁業を続けていくためにも不
可欠なことだと思います。

実際、漁業
者は、操業海
域で規制がな
くても混獲回
避装置を導入
している船も
少なくありま
せん。ウミガ
メの混獲を防
ぐサークルフ
ックも徐々に
ですが、導入が進んでいます。漁業者
の意識も変わってきているのです。
ただ、積極的に混獲回避に取り組
むことはいいのですが、漁業者にと
って、負担であることは事実です。
水産庁には、国際資源管理機関の中
で過剰な混獲回避義務の導入などが
おきないよう、しっかり対処しても
らいたいと思っています。

自然資源保全協会（ＧＧＴ、米澤邦男理事長）は、平成１８年度から３年計画で全国の水産高校を訪問し、
「海洋生態系と混獲問題」というテーマで出前授業に取り組んでいる。（独）環境再生保全機構の地球環
境基金から助成を受けて、これまで２年間にわたり、北は北海道厚岸水産高校から、南は鹿児島水産高校
まで全国２６校を訪問。受講した生徒数は延べ約４，０００人にのぼり、総合環境教育としてサメ・海鳥・海亀
の混獲問題を取り上げ、パワーポイントによるスライド・ビデオ動画のプレゼンテーションは判りやすい
と好評。ＯＰＲＴもＧＧＴに協力し、一部出前授業に参加した。
受講した生徒たちのアンケート調査結果から、マグロはえ縄漁業をめぐる混獲問題の背景に、国際的に
根強い漁業排斥論にもとづく環境運動がある点も、水高生は敏感に感じ、「偏った環境保護では本当の資
源保護につながらないことが分かった」、「漁師さんは自らの事だけでなく海の生物のことも考えて仕事し
ていることを知り、感動した」との感想など、生徒の意識は極めて高く、かつ健全であるとの印象を受けた。
（ＧＧＴは、「大切にしよう皆の地球資源」を標語に、自然資源の持続的利用に向け活動。海鳥・海亀・
サメの混獲三部作（英語版・インドネシア語版もあり）を発行。要望あれば、出前事業も可能。

（連絡先：０３－３５４９－５４４７、Ｆａｘ：０３－３４５９－５４４９）

次次世世代代をを担担うう若若者者ににもも混混獲獲対対策策レレククチチャャーー～～ＧＧＧＧＴＴ混混獲獲問問題題出出前前授授業業～～

混獲問題特集号OPRTニュースレター

漁業者は混獲防止対策に真剣

現場ができることはすべて取組む

漁業者の
取り組み

４


